
藷議話頭麗

十王享十字や∵ 車重「∴i 

〃r 　　　　　　’11 �∴† 楽、叢乞／＼／醗 ∴一”r∴ さ∴ 

騙　　T、（ 氏清軸画料 

ふく二＼ 

′雰 多／／＼＼／、 

† 夕∴∴：∴ 

お
父
さ
ん
は
強
い
ん
だ
リ
ノ

も
と
ら
え
、
お
母
さ
ん
だ
っ
そ
§

（
十
月
十
日
、
町
民
体
育
祭
）

ト
ウ
ー
マ
ン
・
パ
ワ
ー
の
活
躍
で

大
健
闘
の
尾
崎
チ
ー
ム
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ま
も
な
く
完
成

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
一
部
二
階

一
千
三
百
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
。

は
た
い
へ
ん
に
明
る
く
在
っ
て

は
六
百
九
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、

ト
が
二
面
と
れ
る
広
さ
が
あ
り
、

の
ボ
ー
ド
も
備
え
て
い
ま
す
。

ロ
了
も
あ
り
、
楽
し
く
練
習
が



第13回遠賀町文化祭 

文化講演会 
＠と　き　昭和63年11月11日（鉛 

○開演19：00　8終了予定20：30 

＠ところ　遠賀町中央公民館大ホール 

＠講　師　作家　藤　原　て　い 

「生きる」－自分の歩んだ道を通して 

引揚げて来てから、私は長い間病床にいた。 

それは死との隣り合わせのような日々だったけれども、その頃三人の子供に通番を書いた。 

口に出してなかなか言えないことだけれども、私が死んだ後、彼らが人生の岐路に立った 

時、また、苦しみのどん底に落ちた時、お前たちのお母さんは、そのような苦難の中を、 

胞をくいしぼって生きぬいたのだということを教えてやりたかった。 

そして祈るようを気詩で書きつづけた。しかしそれは遺書にはをらをかった。私が生きる 

力を得たからである。それがこの本になった。・・・田谷……。そして今の私は、静かに彼 

らを見守りながら、その人生の果てる日まで、誰にも迷惑をかけないように、一生懸命に 

生きつづけて行こうと思っている。 

（藤原てい著「流れる星は生きている」中央公論文庫あとかきより抜粋） 

講師のプロフィール　孫醸「二義態掴／ ．大正7警露呈県に霊、掴音調胴囲睦 

長野県立諏訪高等女学校卒業○　　　　　駄目　、（、 

昭利8年　中国の新京（今の長春）の観象台に赴　　　　　，〃氏　■卜 

任し、その後夫君と共に満州に渡る。 ∴∴ 昭和20年畿謹言莞謹器字∴闘艶美i／重言㍉ 

15年間臓器諾窯員長を務め、印。1年瀦 よ。教育委員となる。夫君は作家の故新田次郎氏　（ 〈主な著書〉 　l∴ ：：∴十・：：∴一軽輩∴∴∴ 

お問い合わせは遠賀町中央公民館肉刺3回文化祭実行委員会まで℡（293）1355 

（3）



宿諦バンク

このきしl尋ねてひませんが

－11月は国民年金制度推進月間です－

年金なんでも相談を開きます。新しい年金制度のこ

とでわからないことやお知りになりたいこと、どんな

ことでもこ相談をお受けします。お気軽にご利用くだ

さい。

この機会に年金についての理解を深め、老後に備え

ましょう。

②日　時　11月16日（水）・17日（杓

10時一一16時

の場　所　　中央公民館1階ホール

お問い合わせは

役場国保年金係へ℡（293）1234

（4）

校

区

別

ス
　
ポ
　
ー
　
ツ
　
教
　
室

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
あ
な
た
も
ス
ポ
ー

ツ
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
誰

に
で
も
気
種
に
で
き
る
掻
ス
ポ
ー
ツ
、

今
回
は
島
田
小
学
校
と
広
漠
小
学
校
の

各
校
区
に
お
住
ま
い
の
万
を
対
象
に
教

室
を
開
き
ま
す
。

●
島
田
小
学
校
区

・
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ

日
月
5
日
（
土
）

1
9
時
0
0
分
～
2
1
時

島
門
小
学
校
体
育
館

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

Ⅱ
月
㌘
日
（
日
）

1
0
時
～
1
2
時

島
門
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
広
渡
小
学
校
区

・
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

Ⅱ
月
約
日
（
日
）

9
時
～
1
2
時

広
漠
小
学
校
体
育
館
お
よ
び
グ
ラ

ウ
ン
ド

●
指
∴
導
　
遠
賀
町
体
育
指
導
委
員

●
診
加
科
　
無
料

●
申
込
締
切
　
日
月
4
日
（
金
）

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
へ

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

澄

（

2

9

3

）

6

5

2

5

一
級
・
二
級
技
能
士
課
程

通
信
制
訓
練

通
信
制
訓
練
な
の
で
、
時
間
的
・
地

域
的
に
制
約
が
あ
る
方
で
も
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
で
も
働
き
な
が
ら
技
能
検
定

に
置
話
し
た
専
門
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
修
了
者
は
、
技
能
検
定
の

学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
対
　
象
　
実
務
経
験
が
あ
れ
は
ど
な

た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
（
た
だ
し

一
級
は
、
一
級
技
能
検
定
受
話
資

格
者
、
ま
た
は
一
年
後
に
そ
の
資

格
を
得
ら
れ
る
人
）

●
愛
機
科
目

・
一
級
　
機
械
加
工
科
・
仕
上
げ
科
・

板
金
科
・
配
管
科
・
機
械
製
図
科

・
機
械
検
査
科
・
建
築
大
工
科

・
二
級
　
機
械
加
工
科
・
仕
上
げ
科
・

板
金
科
・
配
管
科
・
機
械
製
図
科

・
そ
の
他
1
7
科

●
受
講
期
間
　
棟
準
1
年
間
（
い
つ
か

ら
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
）

●
受
顔
料
・
一
級
　
8
、
0
0
0
円

・
二
級
　
6
、
0
0
0
円

●
受
講
案
内
は

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
へ

北
九
州
市
八
幡
西
区
穴
生
3
丁
目

宙

（

6

4

1

）

1

9

0

6

経
営
幹
部
労
働
講
座

●
対
　
象
　
経
営
者
、
労
務
担
当
者
、

労
働
問
題
に
関
心
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も

●
目
　
時
　
日
月
1
7
日
（
木
）

9
時
～
1
7
時

●
楊
　
所
　
県
立
北
九
州
勤
労
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州

パ
レ
ス
）
1
陣
中
ホ
ー
ル

小
倉
北
区
井
堀
5
丁
目

●
受
講
料
　
5
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
、
昼
食
代
を
含
む
）

●
申
込
締
切
　
Ⅱ
月
1
2
日
（
土
）

定
員
脚
名
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所

北
九
州
市
小
倉
北
区
域
内
7
番
8
号

小
倉
総
合
庁
舎
内

㊨

（

5

9

2

）

3

5

0

7

諾

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資

昭
和
六
十
三
年
度
の
第
三
回
個
人
向

け
住
宅
（
新
築
・
購
入
）
融
資
の
募
集

は
十
二
月
九
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
＼

失

業

給

付

は

正

し

く

受

け

ま

し

ょ

う

●
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
失
業
し
て
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
だ
け
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
な
が
ら
失
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
不
正
受
給
は
必
ず
発
見
さ
れ
、
厳
し
い
処
分
を
受
け
ま
す
。

●
あ
り
の
ま
ま
を
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

不

正

受

給

を

し

た

ら

▼
不
正
に
受
給
し
た
金
額
を
全
部
返
還
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

▼
不
正
に
受
給
し
た
金
額
と
同
額
の
納
付
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

（
結
局
、
不
正
受
給
額
の
二
倍
の
金
額
を
納
め
ろ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
）

▼
多
額
の
延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

▼
す
べ
て
の
給
付
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

▼
詐
欺
罪
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ろ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

労
働
省
・
福
岡
環
・
公
共
職
業
安
定
所



新しい
福岡県最低賃金

1日3，660円
（時間給労働書は1時間459円）

お問い合わせ・ご相談は

福岡労働基準局賃金課
℡092－411－4578

⑱図書室ニュース

●一般図書
ファーストレディ（上、下）　遠藤周作著　新潮社
粗にして野だが卑ではない　城山三郎著　文芸春秋

私の人間学（上、下）　　池田大作著　読売新聞社
ここに母あり、北野さき一代記　　　　　太田出版

白夜（野分の章）　　　　渡部淳一著　中央公論社
明日があるなら

シドニーシェルダン蓄　アカデミー出版サービス

岐路（上、下）　　　　　　　　加賀乙彦看　新潮社
究極の「歩く」健康法　　　　健康ゼミナール編集部
ワープロ徹底入門　　　　　木村泉菅　岩波新書

●児童図書
アリパパと40人の盗賊　　馬場のぼる著　こく’ま社

アンパンマンシリーズ10巻

やなせたかし著　フレーベル館
ウォーリーをさがせ

マーティンハンフォード著　フレーベル館

昆虫記　　　　　　　　　　　今森光彦著　福音館
スッコケ文化祭事件　　　那須正幹著　ポプラ社

世界はいま　全8巻　　　　　　　　　　停学社
生かされて　　　　　　みずかみかすよ著　石風社

放0察0 ダ1署3 イ13 ヤ01 ）レ �鵜羅 I 　に 　注 　意 
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＼
　
低
金
利
（
四
・
五
五
％
、
四
・
九

％
、
五
・
二
％
）
の
通
常
融
資
額
に
加

え
て
特
別
割
増
融
資
（
一
二
百
五
十
万
円

～
七
百
万
円
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
「
高
規
格
住
宅
割
増
融
資

（
百
五
十
万
円
）
」
　
も
利
用
で
き
ま

す。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫

福
岡
支
店
田
0
9
2
（
7
2
2
）
5
0

1
1
、
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
内
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
学
生
募
集

●
募
集
定
員

・
機
械
シ
ス
テ
ム
系
　
　
　
　
5
0
名

・
笹
子
・
情
報
シ
ス
テ
ム
系
　
4
0
名

・
建
設
シ
ス
テ
ム
系
　
　
　
　
m
名

合
計
　
恥
名

●
応
募
資
格

高
校
卒
業
（
昭
和
蝕
年
3
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人

●
試
　
験
　
昭
和
餌
年
2
月
的
日

川
内
市
（
本
校
）
・
福
岡
市
・
宮

崎
市
・
熊
本
市
で
実
施

●
願
書
受
付
　
昭
和
錐
年
1
月
9
日

～
2
月
3
日

●
そ
の
他
　
育
成
資
金
制
度
、
男
子
学

生
寮
あ
り

●
詳
細
に
つ
い
て
は

川
内
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
学
生
課

鹿
児
島
県
川
内
市
高
城
町
2
5
2
6

＄

0

9

9

6

（

2

2

）

2

1

2

1

糊
福
岡
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー

（
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

で
は
、
福
岡
県
・
住
宅
金
融
公
庸
福
岡

支
店
と
の
共
催
で
、
最
新
の
住
ま
い
づ

く
り
の
情
報
を
一
堂
に
集
め
た
．
8
8
福
岡

ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
Ⅱ
月
Ⅱ
日
～
1
3
日

毎
日
1
0
時
～
1
7
時

●
場
　
所
　
旧
県
庁
舎
跡
地

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

●
内
　
容
・
新
築
・
増
改
築
の
設
計

相
談
コ
ー
ナ
ー

・
最
新
の
住
宅
設
備
・
建
材

展
示
コ
ー
ナ
ー

・
住
宅
鰭
報
コ
ー
ナ
ー

入
場
無
料
で
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
へ

＄

0

9

2

（

6

5

1

）

1

8

1

5

税

の

無

料

相

談

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

こ
の
期
間
中
次
の
と
お
り
税
の
無
料
相

談
を
行
い
ま
す
の
で
、
土
地
・
家
屋
な

ど
の
譲
渡
、
贈
与
、
相
続
な
ど
、
説
に

関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さい。
●
目
　
時
　
Ⅱ
月
1
5
日
（
火
）

1
0
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
商
工
会
館

●
相
談
員
　
税
理
士
、
遠
賀
町
税
務
課

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
商
工
会
へ

田

（

2

9

3

）

0

1

6

5
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料　　　　内持対増結糊
塗
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Ⅱ
月
1
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
m
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

セ
ッ
ト
配
布

無
料

糖
尿
病
を
あ
な
ど
る
な
′

●
全
国
糖
尿
病
週
間
／
日
月
1
日
～
1
3
日
●

Ⅱ
月
1
日
（
月
）

1
3
時
釦
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、

妊
婦
体
操

無
料

糖
尿
病
は
、
す
で
に
古
代
エ
ジ
プ
ト

時
代
に
「
多
尿
」
を
特
徴
と
す
る
病
気

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
原

因
が
何
で
あ
る
か
分
ら
な
い
時
代
が
長

く
、
〟
死
の
病
〟
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
二
一
年
に

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
に
住
む
青
年
医
師

パ
ン
チ
ン
グ
と
医
学
生
ペ
ス
ト
が
「
イ

ン
ス
リ
ン
」
を
発
見
し
、
人
類
に
光
明

を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

原

因

は

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
不
足

す
い
臓
で
つ
く
ら
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン

リ
ン
の
分
泌
が
不
足
す
る
と
、
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
は
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
体
内
で
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
余

分
な
ブ
ド
ウ
糖
は
血
液
中
に
残
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
余
分
な

ブ
ド
ウ
糖
は
尿
の
中
に
あ
ふ
れ
出
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
尿
に
糖
が
出
て
い
ろ
」
と

い
う
状
態
で
す
。

日
緯
生
活
を
振
り
返
り

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
発
見
に

よ
っ
て
進
行
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
在

で
は
、
食
事
旗
法
や
運
動
療
法
に
よ
り

糖
尿
病
は
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
患
者

数
は
年
々
増
え
る
一
方
で
、
現
在
、
わ

が
国
で
は
二
百
万
人
と
も
二
百
五
十
万

人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
栄
糞
過
多

や
運
動
不
足
、
肥
満
、
不
規
則
な
生
活

や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

ます。糖
尿
病
で
一
番
揃
い
の
は
、
病
気
を

放
置
し
て
進
行
し
た
場
合
の
合
併
症
で

す
。
腎
不
全
や
失
明
、
心
臓
病
や
脳
血

管
障
害
、
神
経
障
害
や
足
の
壊
症
な
ど

が
あ
り
、
死
に
至
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
も
う
一
皮
日
常
生
活
を
振

り
返
っ
て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
糖
尿
病
の
特
徴
で
あ
る
空

腹
感
や
だ
る
さ
、
口
の
渇
き
、
多
飲
・

多
尿
な
ど
の
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

か。
糖
尿
病
は
あ
な
た
の
生
活
を
お
ぴ
や

か
す
だ
け
で
な
く
、
最
悪
の
場
合
に
は

命
を
奪
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
、
地
域
や
職
場
で
の
検
診
を
す

す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
「
お
か

し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
直
ち
に
病
院

へ
行
き
、
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

は
、
糖
尿
病
と
深
い
関

わ
り
の
あ
る
ホ
ル
モ
ン

で
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
を
体
内
で
有
効
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
働

き
の
一
端
を
担
っ
て
い

ます。と
こ
ろ
が
、
イ
ン
ス

●
期
　
日
　
日
月
8
日
（
火
）

●
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
　
照
　
狐
カ
月
～
倣
カ
月
児

●
持
参
晶
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

躯
か
月
を
過
ぎ
た
幼
児
は
二
種
混
合

で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
日
　
時
　
Ⅱ
月
2
日
・
1
5
日
・
診
日

の
3
日
間

受
付
　
9
時
～
9
時
0
0
分

検
診
　
1
0
時
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

一
つ
の
検
診
に
つ
き
棚
田

（
当
日
徴
収
）

子
宮
ガ
ン
　
各
日
脚
人

乳
ガ
ン
　
　
各
日
5
0
人

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

館
話
に
よ
る
申
し
込
み
も

可
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

河
安


